
任意の回転数を境に、その前後でパワー感を変化させる機能です。

〔パワーチェンジレベル〕

〔パワーチェンジRPM〕

パワー感が変化する回転数を設定する項目です。

〔パワーチェンジスロープ〕

パワー感が切り替わる際の唐突感を調整する項目です。

数値が小さいほど唐突に、大きいほど緩やかにパワー感が切り替わります。

この機能をご活用いただくことで、「初速域はマイルドに、中速域以降はアグレッシブに加速させる」等が可能となります。

任意の回転数（=パワーチェンジRPM）以降のパワー感（ドライブ周波数）をどの程度変化させるか調整する項目です。

※パワーチェンジRPM以前のパワー感は、従来の設定項目である「ドライブ周波数」で決まります。
※パワーチェンジRPM以降のパワー感は、「ドライブ周波数」を基準に、パワーチェンジレベルの値が高いほどドライブ周波数が小さくなる方向
に、低いほどドライブ周波数が大きくなる方向に変化します。
※設定値「ゼロ」は、パワー感（ドライブ周波数）の変化が無い状態（パワーチェンジ機能を使用しない状態）となります。

パワーチェンジ機能 概要

パワーチェンジ機能 各項目詳細


